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い
る
予
定
だ
っ
た
の
で
す
が
、
い
ま
だ
に
そ
の

時
期
に
は
至
ら
ず
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
も
、
不

安
と
心
配
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。ま
こ
と
に
、

不
本
意
な
こ
と
で
す
し
、
そ
の
責
任
を
重
く
感

じ
て
い
ま
す
。

今
し
ば
ら
く
、
最
後
の
最
後
ま
で
の
努
力
を

試
み
、
１
日
も
早
く
落
ち
着
い
て
次
の
段
階
に

進
め
る
状
態
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

工
事
請
負
費
の
減
額
な
ど
。

心
身
障
害
者
自
立
更
生
施
設
特
別
会
計

１
万
６
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
５
５
２
万

３
千
円
と
す
る
。
内
容
は
前
年
度
繰
越
金
の
計

上
な
ど
。

介
護
保
険
特
別
会
計

２，
５
８
４
万
８
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を

７
億
２，
６
０
４
万
６
千
円
と
す
る
。
内
容
は

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の
減
額
な
ど
。

勝
田
郡
精
神
障
害
者
地
域
生
活
支
援
特
別
会
計

２
万
２
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を
２，
３
６

８
万
円
と
す
る
。内
容
は
委
託
料
の
減
額
な
ど
。

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
特
別
会
計

１
０
０
万
円
を
減
額
し
、
総
額
を
５，
５
８

８
万
９
千
円
と
す
る
。
内
容
は
弁
護
士
料
、
法

的
手
続
き
費
の
減
額
な
ど
。

上
水
道
会
計

資
本
的
収
入
額
が
資
本
的
支
出
額
に
対
し
て

の
不
足
分
を
過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
で

補
て
ん
す
る
金
額
を
２，
２
７
８
万
円
追
加
し
、

１
億
４，
１
７
２
万
４
千
円
と
し
、
資
本
的
収

入
額
の
予
定
額
に
１
億
円
、
資
本
的
支
出
額
の

予
定
額
に
７，
７
２
２
万
円
を
追
加
す
る
。

町
道
路
線
の
認
定
、
変
更

工
業
団
地
内
の
太
平
台
６
号
線
を
町
道
と
し

て
認
定
し
、
美
野
地
内
の
梶
屋
谷
線
を
ふ
る
さ

と
農
道
の
関
係
で
の
路
線
変
更
を
す
る
も
の
。

非
常
勤
特
別
職
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
改
正

報
酬
の
金
額
は
本
条
例
で
規
定
す
る
必
要
が

あ
り
、
未
整
備
の
も
の
に
つ
い
て
規
定
を
行
う

も
の
。

町
長
、
助
役
及
び
収
入
役
の
給
与
条
例
の
改
正

平
成
１６
年
度
中
に
お
い
て
、
町
長
の
給
料
を

５
万
円
、
助
役
の
給
料
を
１
万
５
千
円
、
収
入

役
の
給
料
を
１
万
円
引
き
下
げ
る
も
の
。

教
育
長
の
給
与
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条

例
の
改
正

平
成
１６
年
度
中
に
お
い
て
、
教
育
長
の
給
料

を
１
万
円
引
き
下
げ
る
も
の
。

手
数
料
条
例
の
改
正

米
穀
販
売
業
者
の
県
へ
の
登
録
制
度
が
農
林

水
産
大
臣
へ
の
届
け
出
制
に
変
更
と
な
り
、
町

で
の
取
り
扱
い
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
手

数
料
を
削
る
も
の
。

下
水
道
受
益
者
負
担
金
条
例
の
改
正

督
促
状
を
発
送
し
た
場
合
、
１
通
に
つ
き
１

０
０
円
の
督
促
手
数
料
を
新
た
に
設
け
る
も

の
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

廣
幡
一
郎
さ
ん
（
下
町
川
）
、
長
船
晴
夫
さ

ん
（
植
月
中
）
が
選
任
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計

４，
０
０
３
万
９
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を

６４
億
３
１
９
万
４
千
円
と
す
る
。
内
容
は
人
件

費
、
道
路
新
設
改
良
費
測
量
設
計
委
託
料
の
減

額
な
ど
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

１，
１
８
８
万
８
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を

８
億
８，
３
２
６
万
８
千
円
と
す
る
。
内
容
は

一
般
被
保
険
者
療
養
給
付
費
の
増
額
な
ど
。

公
共
下
水
道
特
別
会
計

４，
８
７
１
万
１
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を

１２
億
５，
５
７
８
万
円
と
す
る
。
内
容
は
特
定

環
境
保
全
下
水
道
工
事
費
の
減
額
な
ど
。

農
業
集
落
排
水
特
別
会
計

７
８
９
万
８
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を
１
億

５
０
３
万
６
千
円
と
す
る
。
内
容
は
吉
野
地
区

補

正

予

算

人

事

案

件

条
例
・
規
約
案
件
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国
体
・
町
制
施
行
５０
周
年記

念
行
事

平
成
１７
年
に
は
国
体
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
を
受
け
て
、
５
月
２２
日
、
２３
日
に
国
体
リ
ハ

ー
サ
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
大
会
全
体
で
は
、
約
３，
０
０
０
万
円

の
費
用
が
必
要
で
す
が
、
今
発
注
し
な
け
れ
ば

間
に
合
わ
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
本
議

会
に
お
い
て
、
１，
６
０
０
万
円
の
補
正
予
算

を
計
上
し
て
い
ま
す
。
こ
の
大
会
に
お
き
ま
し

て
も
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
の
お
世
話
に
な

り
ま
す
が
、ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
８
月
末
に
は
、
平
成
１３
年
度
か
ら
着

手
し
て
き
た
文
化
施
設
整
備
の
最
終
で
あ
り
ま

す
文
化
ホ
ー
ル
が
完
成
し
ま
す
。
１０
月
９
日
、

１０
日
に
か
け
て
、
こ
れ
ら
の
落
成
記
念
と
勝
央

町
の
町
制
施
行
５０
周
年
記
念
行
事
と
金
時
祭
と

を
合
わ
せ
て
開
催
し
ま
す
。

平
成
１７
年
の
国
体
に
向
け
て
の
準
備
と
こ
れ

ら
の
行
事
に
つ
い
て
は
、
合
併
問
題
の
進
捗
状

況
に
か
か
わ
り
な
く
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

今
後
の
取
り
組
み

今
後
、
町
村
合
併
問
題
に
対
す
る
対
応
や
、

万
が
一
、
合
併
す
る
相
手
が
な
く
て
単
独
で
と

い
う
こ
と
に
な
っ
た
場
合
の
将
来
計
画
等
、
問

題
・
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
決

し
て
避
け
て
通
る
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
で
す

の
で
、
真
摯
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。
一
方
、
こ
の
た
め
に
、
日
々
日

常
の
業
務
、
町
政
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
は
い

け
な
い
と
思
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
た
め

に
、
町
是
で
あ
り
ま
す
福
祉
と
教
育
に
軸
足
を

置
い
た
町
政
執
行
を
心
が
け
な
が
ら
、
厳
し
さ

を
増
す
財
政
事
情
の
中
、
町
職
員
と
も
一
丸
と

な
り
、
全
知
全
能
を
傾
注
し
て
、
町
政
執
行
に

当
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
の
地
方
財
政
は
引
き
続
き
大
幅
な
財
源

不
足
が
生
じ
、
極
め
て
厳
し
い
状
況
で
す
。
総

務
省
は
、
地
方
分
権
推
進
と
い
う
観
点
か
ら
、

三
位
一
体
の
改
革
に
取
り
組
む
と
と
も
に
極
力

歳
出
の
抑
制
を
図
り
、
地
方
財
政
の
健
全
化
を

進
め
る
方
針
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。そ
の
一
方
、

地
方
公
共
団
体
は
、
地
域
に
お
け
る
行
政
を
自

主
的
か
つ
総
合
的
に
広
く
担
う
こ
と
を
要
求
さ

れ
、
今
後
ま
す
ま
す
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ

と
を
強
く
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

勝
央
町
に
お
い
て
も
、
町
税
等
自
主
財
源
の

安
定
確
保
の
努
力
を
続
け
る
と
と
も
に
、
歳
出

面
に
お
い
て
も
物
件
費
等
の
経
常
的
経
費
に
つ

い
て
具
体
的
な
節
減
に
努
め
る
一
方
、
普
通
建

設
事
業
に
つ
い
て
は
、
事
業
の
効
果
、
緊
急
度

を
考
慮
し
、
財
源
確
保
の
状
況
等
も
検
討
し
、

町
村
合
併

厳
し
い
財
政
状
況

限
ら
れ
た
経
費
の
有
効
な
活
用
を
図
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
考
え
方
で
、
予
算
編
成
を
行
い

ま
し
た
が
、
財
源
確
保
に
お
い
て
、
国
の
三
位

一
体
の
改
革
に
よ
り
、
地
方
交
付
税
、
臨
時
財

政
対
策
債
が
前
年
度
に
比
べ
て
約
２
億
円
の
減

額
。
補
助
金
、
負
担
金
で
は
、
保
育
園
の
運
営

費
約
７，
３
０
０
万
円
を
す
べ
て
削
減
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
税
源
移
譲
は
所
得
譲

与
税
の
名
目
で
約
１，
９
０
０
万
円
が
新
た
に

増
額
と
な
り
、
差
し
引
き
約
２
億
５
千
万
円
の

マ
イ
ナ
ス
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
で
は
、
三
位

一
体
の
虐
待
だ
と
思
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
平
成
１１
年
の
決
算
額
と
比
べ
る

と
、
当
時
、
税
収
が
約
１７
億
円
で
、
平
成
１６
年

度
の
予
算
で
は
、
１５
億
６
千
万
円
で
、
約
１
億

４
千
万
円
の
減
収
で
す
。
こ
れ
も
長
い
景
気
の

低
迷
と
い
う
こ
と
で
、
や
む
を
得
な
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
地
方
交
付
税
は
、
当
時
、
約
１７

億
５
千
万
円
で
、
町
税
を
少
し
上
回
っ
て
い
ま

岡
山
県
が
、
県
内
を
１９
の
自
治
体
に
す
る
と

い
う
基
本
的
な
組
み
合
わ
せ
パ
タ
ー
ン
を
発
表

し
た
の
が
２
年
前
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
以
後
、

県
内
各
地
で
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で
の
合
併
に
つ

い
て
の
議
論
が
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

勝
央
町
も
、
平
成
１４
年
７
月
か
ら
勝
英
２
郡

町
村
合
併
問
題
研
究
会
に
加
わ
り
、
そ
の
後
、

平
成
１４
年
１２
月
に
は
、
勝
英
２
郡
の
奈
義
町
、

勝
北
町
を
除
く
８
町
村
に
久
米
郡
の
柵
原
町
も

し
た
が
、
平
成
１６
年
度
予
算
で
は
、
地
方
交
付

税
、
臨
時
財
政
対
策
債
と
合
わ
せ
て
、
約
１２
億

８
千
万
円
で
、
４
億
７
千
万
円
の
減
収
で
す
。

こ
の
４
年
間
で
、
地
方
交
付
税
、
税
収
を
合
わ

せ
る
と
約
６
億
円
の
減
収
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
勝
央
町
に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
岡
山
県
も
ほ
か
の
市
町
村
も
悲
鳴
を
あ

げ
て
い
る
の
が
、
平
成
１６
年
度
予
算
編
成
の
現

状
で
す
。（
予
算
に
つ
い
て
は
Ｐ
４
〜
５
参
照
）

加
え
た
９
町
村
に
よ
る
任
意
合
併
協
議
会
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
紆
余
曲
折
（
う
よ

き
ょ
く
せ
つ
）
を
経
る
中
、
昨
年
１２
月
１９
日
に
、

勝
田
町
、
美
作
町
、
英
田
町
、
柵
原
町
と
勝
央

町
の
５
町
に
よ
る
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
議
会
議
決

を
経
た
法
定
の
合
併
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
本

格
的
な
合
併
協
議
を
始
め
ま
し
た
。
協
議
も
順

調
に
進
み
、
そ
の
ま
ま
合
併
特
例
法
の
期
限
内

に
合
併
が
成
立
す
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
美
作
町
に
お
い
て
選
挙
に
よ
り
町
長
が
交

替
さ
れ
、
方
向
転
換
を
図
ら
れ
、
脱
会
を
表
明

さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
柵
原
町
も
、
久
米
郡
３

町
（
中
央
町
、
久
米
南
町
、
旭
町
）
法
定
合
併

協
議
会
へ
の
加
入
を
３
月
８
日
に
議
会
議
決
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
５
町
に
よ
る
法
定
合

併
協
議
会
は
休
止
状
態
と
な
り
、
残
っ
た
勝
田

町
、
英
田
町
、
勝
央
町
に
お
い
て
も
、
こ
の
ま

ま
３
町
で
合
併
協
議
を
続
け
る
の
か
ど
う
か
決

断
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

本
来
な
ら
今
の
時
期
は
、
新
し
く
生
ま
れ
る

町
の
具
体
的
な
施
策
等
に
つ
い
て
議
論
を
し
て

町
長
の
施
政
方
針

議　会
報　告

平成１６年勝央町議会第１回定例

会が３月１０日から１０日間の会期で

開催されました。

町長の施政方針に続いて、人事

案件２件、条例案件５件、平成１５年

度補正予算案件９件、平成１６年度

当初予算案件13件、町道路線の変

更、認定案件２件の合計３１案件が

上程され、原案のとおり可決され

ました。

平
成
１６
年
勝
央
町
議
会

第
１
回
定
例
会
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議　会
報　告

特
別
会
計

特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
合
計
で

４
億
８
４
６
万
６
千
円
の
増
額
と
な

っ
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、
老
人

保
健
特
別
会
計
は
前
年
度
に
比
べ
て

１
億
６，
０
３
５
万
５
千
円
の
増
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
医
療

等
の
伸
び
に
よ
り
大
幅
な
増
額
と
な

っ
て
い
ま
す
。

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
は
前

年
度
に
比
べ
て
９，
７
８
５
万
円
の

増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
増
額

に
つ
い
て
は
、
終
末
処
理
場
の
設
備

等
の
更
新
等
も
含
ん
で
の
増
額
に
な

っ
て
い
ま
す
。

宅
地
造
成
事
業
特
別
会
計
は
対
前

年
度
２
億
３，
５
７
１
万
６
千
円
の

増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、こ
れ
は
、

こ
の
会
計
を
平
成
１６
年
度
で
精
算
決

済
し
て
一
般
会
計
の
方
に
戻
す
と
い

う
形
を
と
っ
て
い
ま
す
の
で
、こ
の
よ

う
な
大
幅
な
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

上
水
道
会
計
は
前
年
度
に
比
べ
て

４
億
８
１
８
万
２
千
円
の
増
額
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
広
域
水
道

企
業
団
へ
の
加
入
に
伴
い
平
成
１７
年

度
か
ら
苫
田
ダ
ム
関
連
の
水
の
供
給

に
備
え
て
老
朽
管
の
敷
設
替
え
や
各

種
計
装
設
備
の
更
新
等
を
行
う
も
の

で
す
。
そ
の
他
の
特
別
会
計
は
、
ほ

ぼ
前
年
度
並
み
の
状
況
で
す
。

会　　計　　別�

一般会計�

特別会計�

合　　　計�

●特別会計予算�
会　　計　　別�

住宅新築資金貸付�

心身障害者自立更生施設�

介護認定審査会�

精神障害者地域生活支援�

国民健康保険�

老人保健�

介護保険�

交通災害共済�

公共下水道�

農業集落排水�

宅地造成�

上水道�

予　算　額�

58億700万円�

60億769万8千円�

118億1,469万8千円�

予　算　額�

4,549万3千円�

488万2千円�

500万円�

2,339万7千円�

8億5,676万8千円�

14億3,505万7千円�

7億2,015万5千円�

565万4千円�

13億4,815万円�

1億112万円�

2億6,211万7千円�

11億9,990万5千円�

●会計別予算�

予 算 科 目�

地方譲与税�

配当割交付金�

株式等譲渡所得割交付金�

計� �

�

�

所得譲与税�

備　考�金　額�

1,913万円�

115万2千円�

108万5千円�

2,136万7千円�

●プラス要因�

0

1,000

1,100

1,200

1,300

1,400

1,500

1,600

1,700

1,800

（百万円）�
1,900

Ｈ11年度�

1,758
1,696

1,808

1,709

1,649

1,697

1,396

1,809

1,232

1,610

1,035

1,564

1,758
1,696

Ｈ12年度�

1,808

1,709

Ｈ13年度�

1,649

1,697

Ｈ14年度�

1,396

1,809

Ｈ15年度�

1,232

1,610

Ｈ16年度�

1,035

1,564

地方交付税�
町　税�

Ｈ10～Ｈ14決算数値�
Ｈ15 決算見込数値�
Ｈ16 当初予算数値�

予 算 科 目�

国庫支出金�

県支出金�

�△1億410万円�臨時財政対策債�

地方交付税�

計� �

�

保育所運営費県補助金�

保育所運営費国補助金�

備　考�金　額�

△4,849万5千円�

△2,424万7千円�

△9,500万円�

△2億7,184万2千円�

●マイナス要因�

差し引き　　　△2億5,047万5千円�

※地方交付税、臨時財政対策債の減額には三位一体の改革以外の�
　減額要素も１部含まれていますが、複雑な計算のため、ここに�
　含めています。�

※数値は決算数値。Ｈ１５は未確定のため掲載していません。�
　地方債は、皆さんの恒久的な福祉向上のために施設建設（道路、�
　学校、下水道などの都市基盤）に活用される借入金です。�
　また、地方債には、将来的に施設を利用する皆さんにも返済を�
　負担していただき、世代間の公平を図る重要な役割があります。�
　なお、地方債の返済は将来の経常的経費になるため、計画的な�
　借り入れに努めています。�

140億5,567万円�

Ｈ11年度�Ｈ12年度�Ｈ13年度�Ｈ14年度�
0

20

40

60

80

100

120

140

（億円）�
160

企業会計分�
普通会計分�

地方交付税と町税の推移三位一体の改革の影響（対前年度比較）

地方債残高の推移

歳入�
58億700万円�

歳出�
58億700万円   

町税�
15億6,445万6千円�

26.9％�

繰入金�
3億766万9千円�

5.3％�

分担金・負担金�
1億円�
1.7％�諸収入など�

1億2,513万7千円�
2.3％�

国庫支出金�
1億5,819万7千円�

2.6％�

県支出金�
3億2,201万5千円�

5.5％�

地方譲与税�
1億2,573万円�
2.2％�

地方交付税�
10億3,500万円�
17.8％�

町債�
17億4,030万円�
30.0％�

地方消費税交付金�
1億1,091万9千円�

1.9％�

地方特例交付金など�
1億501万8千円�

1.9％�

繰越金�
1億1,255万9千円�

1.9％�

人件費�
10億8,185万6千円�

18.6％�

公債費�
5億8,373万7千円�

10.1％�

繰出金�
6億7,082万円�
11.6％�

投資・出資金�
8億595万8千円�
13.9％�

災害復旧費など�
4,030万5千円�
0.7％�

物件費�
5億7,887万7千円�

10.0％�
補助費等�

5億4,180万6千円�
9.3％�

扶助費など�
3億9,011万3千円�

6.6％�

普通建設　�
　事業費�

11億1,352万　�
　　　8千円�
19.2％�

自�

依�

存�

主�

財�

経�
常�

的�

経�

費�

的�

時�
臨�

経�

費�

財�
源�

源�
38.1％�

54.6％�45.4％�

61.9％�
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議　会
報　告

《
町
長
の
施
政
方
針
か
ら
》

一
般
会
計

平
成
１６
年
度
は
、
文
化
施
設
整
備

の
最
終
年
、国
体
の
開
催
準
備
、広
域

水
道
企
業
団
加
入
に
伴
う
出
資
、
下

水
道
の
整
備
等
大
型
事
業
、
勝
央
町

制
施
行
５０
周
年
記
念
行
事
等
、
多
額

の
費
用
を
確
保
す
る
た
め
、人
件
費
、

物
件
費
、維
持
補
修
費
等
、細
部
に
わ

た
っ
て
節
減
に
努
め
、
地
方
債
の
借

入
、
基
金
の
取
り
崩
し
に
よ
る
繰
り

入
れ
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
厳

し
い
予
算
編
成
と
な
り
ま
し
た
。

予
算
総
額
５８
億
７
０
０
万
円
で
、

前
年
度
と
の
比
較
で
４
億
７，
７
０

０
万
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
文
化
ホ
ー
ル
の
建
設
費
が
約

５
億
円
の
減
額
、
ま
た
、
逆
に
広
域

水
道
企
業
団
加
入
に
伴
う
出
資
が
約

４
億
円
の
増
額
。
こ
の
よ
う
な
大
き

な
金
額
の
動
き
以
外
に
約
４
億
円
の

圧
縮
を
行
っ
た
予
算
と
な
っ
て
い
ま

す
。今

後
、予
算
執
行
に
当
た
っ
て
は
、

さ
ら
に
経
費
の
節
減
に
検
討
を
加

え
、
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を

上
げ
る
べ
く
努
力
し
、
ど
う
し
て
も

必
要
な
事
項
に
つ
い
て
は
、
財
源
を

生
み
出
し
た
う
え
で
、
補
正
予
算
等

で
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

平
成
１６
年
度
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。
予
算
の
内
容
に
つ
い
て
、

一
般
会
計
を
中
心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【町　税】
町民の皆さんから納めていただく税金や会社の
法人町民税など

【繰入金】
各種基金等から一般会計へ繰り入れるお金

【諸収入】
他の収入科目に含まれない収入を包括したもの

【町　債】
事業を行うために借り入れるお金

【地方交付税】
国の所得税、法人税、酒税などを一定割合で町
の財政需要に応じて一定の基準に基づき、国か
ら交付されるお金

【国庫・県支出金】
事業など特別の目的の財源として国や県から支
出されるお金

【人件費】
町長・職員等の給与、議会議員の報酬、各種委
員の報酬

【公債費】
事業を行うために借り入れたお金の償還金

【物件費】
消耗品、臨時職員賃金、業務委託料など

【補助費等】
性質上補助に類する経費。報償費、保険料、負
担金、補助金等

【扶助費】
児童手当、医療扶助等

【普通建設事業費】
道路の整備、公共施設の建設に要したお金

予
算

平成16年度
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ももっち国体だより�ももっち国体だより���国体リハーサル大会�
まであと�
　　　　52日�第60回国民体育大会秋季大会なぎなた競技�

　　平成17年10月23日�～25日�　勝央中学校体育館�

第45回都道府県対抗なぎなた大会�
　第60回国民体育大会（晴れの国おかやま国体）なぎなた競技リハーサル大会�
　　平成16年5月22日�～23日�　勝央中学校体育館�

我
が
町
の
な
ぎ
な
た
競
技
は
、
今

も
元
気
で
指
導
さ
れ
て
い
る
植
月
澄

子
先
生
（
平
）
が
中
心
と
な
っ
て
、

青
少
年
健
全
育
成
を
目
的
に
昭
和
４７

年
に
養
徳
館
道
場
な
ぎ
な
た
部
と
し

て
生
ま
れ
、
以
後
多
く
の
選
手
が
育

ち
、
輝
か
し
い
成
果
を
残
し
て
い
ま

す
。
我
が
町
で
な
ぎ
な
た
競
技
が
開

催
さ
れ
る
こ
と
は
、
な
ぎ
な
た
関
係

者
と
し
て
は
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す

と
同
時
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
は
多

大
な
ご
負
担
を
お
か
け
す
る
こ
と
に

な
り
、
心
苦
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

全
国
か
ら
来
ら
れ
る
監
督
、選
手
、

大
会
関
係
者
の
皆
さ
ん
か
ら
よ
い
町

だ
と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
力

を
尽
く
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
ひ
と
え
に
町
民
の
皆
さ
ん

の
ご
支
援
ご
協
力
が
な
け
れ
ば
で
き

な
い
こ
と
で
す
の
で
、
ど
う
か
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

そ
し
て
、
最
後
に
我
が
町
か
ら
監

督
、
選
手
が
１
人
で
も
多
く
選
ば
れ

出
場
し
、
一
番
高
い
壇
上
で
表
彰
さ

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

５
月
２２
日
、
２３
日
に
開
催
さ
れ
る
国
体
リ
ハ
ー
サ
ル

大
会
に
あ
た
り
、
監
督
、
選
手
を
温
か
く
歓
迎
し
、
開

催
機
運
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
応
援
絵
画
の
作
品
を
募

集
し
ま
す
。
町
民
総
参
加
に
よ
る
思
い
出
深
き
、
魅
力

あ
ふ
れ
る
大
会
に
す
る
た
め
に
も
、
た
く
さ
ん
の
ご
応

募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
作
品
で
、
監
督
、

選
手
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

○
テ
ー
マ

「
な
ぎ
な
た
競
技
」
「
勝
央
町
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

絵
画
（
Ｐ
２０
に
国
体
マ
ス
コ
ッ
ト
「
も
も
っ
ち
」
を
カ

ラ
ー
で
掲
載
し
て
い
ま
す
）

○
応
募
締
切

５
月
７
日（
金
）必
着

○
応
募
形
式

４
つ
切
り
、
ま
た
は
８
つ
切
り
の
画
用
紙
（
縦
横
は

自
由
）、
水
彩
、
ク
レ
ヨ
ン
な
ど
何
で
も
自
由
で
す
。

○
応
募
方
法

作
品
の
裏
側
に
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
年

齢
、
学
年
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
１
人
何
点
で
も
応

募
で
き
ま
す
。

○
そ
の
他

応
募
作
品
は
、
会
場
周
辺
に
展
示
し
ま
す
。

○
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
７
０
９
―
４
３
１
６
　
勝
央
町
勝
間
田
２
０
１

勝
央
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
内

「
晴
れ
の
国
お
か
や
ま
国
体
勝
央
町
実
行
委
員
会
」

�
３８
―
１
７
５
３
　
�
３８
―
３
１
２
０

文
中
で
は
、「
第
６０
回
国
民
体
育
大
会
秋
季
大
会
」

を
「
国
体
」、「
第
４５
回
都
道
府
県
対
抗
な
ぎ
な
た

大
会
」
を
「
国
体
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
」
と
言
い
換

え
て
い
ま
す
。

各
専
門
委
員
長
の
国
体
に
よ
せ
る
想
い
③

応援絵画の作品募集!!
～第45回都道府県対抗なぎなた大会～

い
よ
い
よ
、
５
月
に
は
国
体
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
町
民

総
参
加
で
盛
り
上
げ
、
思
い
出
に
残
る
大
会
、
そ
し
て
、
平
成
１７
年
度
国
体

へ
向
け
て
よ
き
ス
テ
ッ
プ
と
な
る
よ
う
、
町
民
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

ま
た
、
国
体
勝
央
町
実
行
委
員
会
で
は
、
勝
央
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
中

に
国
体
啓
発
用
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
。
ま
だ
、
詳
し
い
内
容

に
つ
い
て
は
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
新
し
い
情
報
が
入
り
次
第
、
更

新
し
て
い
く
予
定
で
す
。
ま
た
、
国
体
の
岡
山
県
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

交
信
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.to
w
n
.sh
o
o
.o
k
a
ya
m
a
.jp
/k
o
k
u
ta
i/in
d
e
x.h
tm
l

競技専門委員長
（岡山県なぎなた連盟副会長）

光嶋　三郎さん
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あ�
れ�れ�こ�
まちの話題�

あ�
れ�れ�こ�
まちの話題�

年
健
全
育
成
功
労
）
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

木
村
さ
ん
は
、
昭
和
２５
年
か
ら

勝
央
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
柔
道
の

指
導
員
を
務
め
ら
れ
、
そ
の
後
、

岡
山
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
町

推
進
員
、
勝
央
町
青
少
年
問
題
協

議
会
委
員
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
青

少
年
健
全
育
成
に
積
極
的
に
貢
献

さ
れ
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。

２
月
１８
日
、
勝
北
町
ハ
ー
ト
ピ

ア
勝
北
で
勝
英
地
域
保
健
福
祉
環

境
等
功
労
者
表
彰
式
が
開
催
さ

れ
、
木
村
榮
次
さ
ん
（
岡
）
が
、

勝
英
地
方
振
興
局
長
表
彰
（
青
少

自
分
の
使
っ
て
い
る
言
葉
で
情
景

を
思
い
浮
か
べ
て
語
れ
ば
い
い
ん

で
す
。
誰
で
も
、
昔
話
を
語
る
こ

と
が
で
き
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し

た
。そ

の
後
、
実
技
の
部
で
は
参
加

者
の
語
り
に
「
上
手
に
い
い
言
葉

で
語
ろ
う
と
思
わ
ず
に
、
自
分
の

言
葉
で
語
り
ま
し
ょ
う
」
と
ア
ド

バ
イ
ス
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

１
月
３１
日
、
民
話
語
り
入
門
の

２
回
目
が
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
、
２３
人
が
受
講
し
ま

し
た
。

講
師
の
岡
山
民
俗
学
会
理
事
長

立
石
憲
利
先
生
は
、
「
昔
話
は
、

書
物
で
は
な
く
て
口
伝
え
で
伝
承

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
私
た
ち
の
祖

先
が
み
ん
な
で
つ
く
っ
た
よ
う
な

も
の
で
す
。
一
字
一
句
に
と
ら
わ

れ
な
い
で
、話
の
筋
だ
け
覚
え
て
、

青
少
年
健
全
育
成
に
貢
献

勝
英
地
方
振
興
局
長
表
彰
を
受
賞
　
木
村
　
榮
次
さ
ん（
岡
）

津
山
製
作
所
と
勝
央
町
の
間
で
立
地

調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
協
定
書
、
環
境
保
全
に

関
す
る
基
本
協
定
書
、
覚
書
の
内
容

の
確
認
を
行
い
、
西
田
町
長
、
同
社

の
釣
谷
代
表
取
締
役
、
立
会
人
の
岡

本
町
議
会
議
長
が
署
名
調
印
を
行
い

ま
し
た
。
同
製
作
所
勝
央
工
場
は
、

４
月
か
ら
液
晶
テ
レ
ビ
や
携
帯
電
話

な
ど
の
液
晶
用
冷
陰
極
管
用
リ
ー
ド

線
な
ど
の
製
造
を
行
い
ま
す
。

２
月
１２
日
、
勝
央
町
役
場
町
長
室

に
お
い
て
、
勝
央
第
２
工
業
団
地
内

へ
企
業
立
地
を
す
る（
株
）釣
谷
電
子

（
株
）釣
谷
電
子
と
立
地
調
印

４
月
か
ら
操
業
開
始

誰でも語り手になれます
民話（昔話）語り入門

�
立
石
先
生（
右
奥
）の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
受
講
生

▲
協
定
書
を
交
わ
す
西
田
町
長（
左
）と
釣
谷
代
表
取
締
役（
右
）
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春
の
火
災
予
防
週
間
（
３
月
１

日
か
ら
７
日
）
中
の
５
日
、
６
日

の
両
日
、
古
吉
野
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ

の
子
ど
も
た
ち
１７
人
が
古
吉
野
地

区
を
夜
回
り
し
て
火
災
予
防
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

６
日
は
、
河
原
選
果
場
か
ら
河

原
５
区
ま
で
の
約
２
㎞
の
道
の
り

を
拍
子
木
を
打
ち
鳴
ら
し
、
全
員

で
「
火
の
用
心

マ
ッ
チ
一
本

火
事
の
元
」
「
そ
の
油
断

火
か

▲
寒
い
夜
に
も
負
け
ず
元
気
い
っ
ぱ
い
に
呼
び
か
け
ま
し
た

�勝央中学校卒業式

ら
炎
へ

災
い
へ
」と
元
気
い
っ
ぱ

い
に
呼
び
か
け
て
歩
き
ま
し
た
。

同
ク
ラ
ブ
は
、
古
吉
野
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
活
動
の
一
環

と
し
て
平
成
１４
年
４
月
結
成
。
子

ど
も
た
ち
で
計
画
を
し
て
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
夜
回
り
は

平
成
１４
年
に
続
い
て
２
回
目
。
昨

年
末
が
大
雪
に
よ
り
中
止
に
な
っ

た
た
め
、
火
災
予
防
週
間
に
合
わ

せ
て
行
っ
た
も
の
で
す
。

子どもたちが火災予防を呼びかける
古吉野キッズクラブ

勝
央
中
学
校
で
は
３
月
１３
日
、

各
小
学
校
で
は
３
月
２３
日
に
卒
業

式
が
行
わ
れ
、
勝
央
中
学
校
か
ら

１
４
５
人
、
勝
間
田
小
学
校
か
ら

６５
人
、
植
月
小
学
校
か
ら
２８
人
、

吉
野
小
学
校
か
ら
１１
人
、
古
吉
野

小
学
校
か
ら
１２
人
が
卒
業
し
ま
し

た
。勝

央
中
学
校
で
は
、
斎
藤
啓
司

校
長
か
ら
卒
業
生
１
人
ひ
と
り
に

卒
業
証
書
が
手
渡
さ
れ
、
「
皆
さ

ん
に
は
、
未
来
が
あ
り
ま
す
。
大

い
な
る
夢
を
持
っ
て
、
そ
の
夢
の

実
現
に
向
け
て
大
い
に
は
ば
た
い

て
く
だ
さ
い
」
と
送
別
の
言
葉
を

贈
り
ま
し
た
。

最
後
に
卒
業
生
代
表
か
ら
「
私

た
ち
は
今
日
、
勝
央
中
学
校
の
卒

業
生
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
に
思

い
、
い
ろ
い
ろ
な
思
い
出
を
胸
に

旅
立
っ
て
い
き
ま
す
。
進
む
道
は

そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、
自
分
で
決
め

た
道
を
一
歩
一
歩
確
実
に
歩
ん
で

い
こ
う
と
思
い
ま
す
」
と
先
生
、

在
校
生
、
家
族
に
決
意
の
言
葉
を

贈
り
ま
し
た
。

卒
業
生
の
み
な

さ
ん
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

自分で決めた道を
歩んでいきます
小学校・中学校で卒業式

【
大
会
成
績
】

（
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
）

優
　
勝
　
第
２
分
団
（
吉
　
野
）

※
勝
田
郡
消
防
操
法
訓
練
大
会
出
場

準
優
勝
　
第
３
分
団
（
古
吉
野
）

３
　
位
　
第
１
分
団
（
植
　
月
）

（
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部
）

優
　
勝
　
第
５
分
団
（
高
　
取
）

準
優
勝
　
本
部

※
勝
田
郡
消
防
操
法
訓
練
大
会
出
場

３
　
位
　
第
２
分
団
（
吉
　
野
）

○
勝
田
郡
消
防
操
法
訓
練
大
会
は
４

月
１８
日
に
勝
田
中
学
校
グ
ラ
ン
ド

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

３
月
１４
日
、
第
３６
回
勝
央
町
消
防

操
法
訓
練
大
会
が
勝
央
中
学
校
グ
ラ

ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

優
良
消
防
団
員
表
彰
の
後
、
大
会

が
行
わ
れ
、
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
に

４
チ
ー
ム
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部

に
８
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
動
作
の
機

敏
さ
、
速
さ
、
正
確
さ
を
競
い
ま
し

た
。操

法
訓
練
大
会
は
、
実
際
の
火
災

に
備
え
て
、
動
作
や
規
律
の
確
認
を

す
る
た
め
に
行
っ
て
い
ま
す
。

受
賞
者
及
び
大
会
成
績
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

【
優
良
団
員
表
彰
】

▼
日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰

（
精
績
章
）

小
村
　
雅
紀

実
際
の
火
災
に
備
え
て
訓
練
の
成
果
を
競
う

第
３６
回
勝
央
町
消
防
操
法
訓
練
大
会

�
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部
優
勝
の
第
５
分
団（

高
取
）

�
在
校
生
か
ら
卒
業
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ ２

月
２９
日
、
勝
田
っ
子
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
（
主
催：

勝
田
郡
子
ど

も
情
報
セ
ン
タ
ー
）が
開
催
さ
れ
、

約
２
０
０
人
の
小
学
生
、
中
学
生

が
参
加
し
ま
し
た
。
最
初
に
、
皆

木
同
セ
ン
タ
ー
会
長
（
奈
義
町
教

育
長
）
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
勝
田

郡
４
町
の
子
ど
も
太
鼓
（
な
ぎ
子

ど
も
太
鼓
、
勝
北
風
神
太
鼓
、
勝

田
清
流
子
ど
も
太
鼓
、
勝
央
金
時

太
鼓
）の
競
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
手
芸
、
バ
ル
ー
ン
、
手
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あ�
れ�れ�こ�
まちの話題�

あ�
れ�れ�こ�
まちの話題�

各
表
彰
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

【
勝
央
町
長
表
彰
】

▼
健
康
家
庭
の
部

（
２
年
以
上
国
民
健
康
保
険
無
受
診
家
庭
）

岡
田
　
人
　
　
田
中
齊
子
　
　
東

悟

瀬
戸
清
子
　
　
西
田
勝
治
　
　
美
野
正
之

木
村
　
枝
　
　
岸
元

巧

西
森
幸
子

山
本
林
太
郎
　
樺
島

修

光
石
嘉
彦

福
田
ち
よ
う
　
春
名

滿

鎌
田
直
衛

野
上
順
司
　
　
豊
田

哲

▼
８
０
２
０
大
賞
の
部

（
８０
歳
以
上
で
生
歯
２０
本
以
上
の
人
）

神
田
冨
美
子
　
吉
川
正
治
　
田
福
富
美
枝

【
勝
央
町
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰
】

▼
地
域
福
祉
の
部

平
青
少
年
と
歩
む
会（
会
長
　
植
月
　
徹
）

河
原
五
区
千
年
会
　（
会
長
　
森
本
忠
次
）

※
８
０
２
０
大
賞
の
部
受
賞
者
の
紹
介
を
、

Ｐ
１３
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

３
月
４
日
、
勝
央
町
保
健
福
祉
大
会
が
勝

央
町
公
民
館
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
保
健
福
祉

関
係
者
約
２
６
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
地
域
福
祉
な
ど
に
貢
献
さ
れ

た
２０
人
２
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

植
月
小
学
校
４
年
生
の
植
月
香
絵
さ
ん
が

「
わ
た
し
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
と
題
し
た
福

祉
作
文
を
発
表
、
映
画
監
督
の
山
田
火
砂
子

先
生
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
「
泣
き
笑
い
、

娘
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
日
々
」
と
題
し
た

記
念
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

人
に
や
さ
し
い
健
康
・
福
祉
社
会
を
目
指
そ
う

平
成
１５
年
度
勝
央
町
保
健
福
祉
大
会

▲
福
祉
作
文
を
発
表
す
る
植
月
香
絵
さ
ん

ミ
ニ
ふ
く
ろ
う
づ
く
り
に
挑
戦
▼

品
、
パ
ソ
コ
ン
、
け
ん
玉
な
ど
の

体
験
教
室
で
楽
し
い
１
日
を
過
ご

し
ま
し
た
。

こ
の
勝
田
っ
子
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
は
、
勝
田
郡
内
の
元
気
な
子
ど

も
た
ち
の
体
験
活
動
と
友
だ
ち
づ

く
り
を
応
援
す
る
イ
ベ
ン
ト
で

す
。

楽しい体験をいっぱいしよう
勝田っ子フェスティバル

唱
し
ま
し
た
。

こ
の
後
、
５
・
６
年
生
が
琴
の
部

位
の
名
称
な
ど
の
説
明
を
受
け
、
実

際
に
「
さ
く
ら
」
を
弾
く
体
験
を
し

ま
し
た
。
児
童
は
、
「
難
し
い
」
と

言
い
な
が
ら
も
、
初
め
て
と
は
思
え

な
い
ほ
ど
力
強
い
弦
さ
ば
き
で
、
講

師
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
て
い
ま
し

た
。平

成
１４
年
度
か
ら
音
楽
の
授
業
に

邦
楽
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
今
回
は
そ
の
一
環
と
し

て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

２
月
１９
日
、
古
吉
野
小
学
校
で
は

筝
曲
集
邦
会
の
忠
政
延
枝
さ
ん
、
小

林
妙
子
さ
ん
、
草
地
絢
米
さ
ん
を
講

師
に
迎
え
て
、
琴
の
演
奏
披
露
や
体

験
が
行
わ
れ
ま
し

た
。全

校
児
童
が
集
ま

る
中
、
「
六
段
の
調

べ
」
が
演
奏
さ
れ
、

美
し
い
琴
の
音
に
聞

き
入
り
、
続
い
て
、

琴
の
演
奏
に
合
わ
せ

て
「
さ
く
ら
」
を
合

古
吉
野
小
学
校
で
琴
演
奏

▲
琴
の
演
奏
に
挑
戦

静靜 静靜



開館時間�
10：00～18：00��
休館日�

くらしのカレンダーを�
ご覧ください。�

美
術
文
学
館
�

じ
っ
く
り

じ
っ
く
り
�

じ
っ
く
り
�

開園時間�
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《ファーマーズ・ファンタジー４（ＦＦⅣ）》
日　時　～４月４日（日）

９：００～１６：００
内　容　ヒントを頼りに園内各所の問

題を解き明かそう。クリアし
た人の中から１等・１名様に
豪華プレゼント。

《ファーマーズ朝市＆フリーマーケット》
日　時　４月１８日（日）９：００～１４：００
内　容　朝市とフリーマーケットを同

時開催。新鮮な農産物や特産
加工品、衣類や日用品など各
種ありますよ。

連絡先　フリーマーケット
ＭＯＭＯ編集室
�086-245-1304

朝市
ノースヴィレッジ事務所
�38-1234

《ゴールデンウィークフェスタ２００４》
日　時　４月２９日（祝）～５月５日（祝）

１０：００～１６：００
内　容　お子様から大人まで、家族み

んなで楽しめるゲームがいっ
ぱいです。

４月イベント情報

●

今
月
の
展
示

●

（
４
月
１８
日
ま
で
）

・
「
半
七
と
江
戸
展
」
―
半
七
捕
物
帳
と
そ
の
周
辺
―

・
春
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
「
素
描
と
デ
ッ
サ
ン
」

・
岐
望
会
グ
ル
ー
プ
展

（
４
月
２４
日
〜
５
月
２３
日
展
示
予
定
）

・「
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｏ
展
」
―
古（
い
に
し
え
）の
Ｇ
ｏ
ｌ
ｄ
ｅ
ｎ

Ｋ
ｉ
ｄ
―

・
プ
チ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
「
こ
ど
も
の
□（
視
覚
）
ｖ
ｏ
ｌ．
１
」

（
４
月
２４
日
〜
６
月
２０
日
展
示
予
定
）

・
「
書
簡
交
友
録
・
其
の
三
」
―
木
村
毅
宛
書
簡
を
中
心
に
―

・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
「
静
物
と
人
物
」

●

今
月
の
ト
ピ
ッ
ク

●

岡
本
綺
堂
の
こ
と

「
半
七
捕
物
帳
」
の
作
者

岡
本
綺
堂
は
、
１
８
７
２
年

（
明
治
５
年
）
東
京
の
芝
高

輪
に
生
ま
れ
、
父
親
は
御
家

人
で
、
そ
の
父
か
ら
漢
詩
、

叔
父
と
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
の

留
学
生
か
ら
英
語
を
学
び
、

早
く
か
ら
語
学
に
そ
の
才
能
を
発
揮
し
ま
し
た
。
東
京
日
々
新
聞
の
記
者
を

経
て
、
川
上
音
二
郎
に
依
頼
さ
れ
、
二
世
市
川
左
団
次
の
一
座
に
「
維
新
前

後
」
を
書
き
下
ろ
し
た
の
が
縁
で
、
そ
の
後
「
修
繕
寺
物
語
」
な
ど
多
く
の

有
名
な
史
劇
を
左
団
次
の
た
め
に
書
き
ま
し
た
。
勝
央
町
と
は
、
愛
弟
子
の

額
田
六
福
（
勝
間
田
）
や
、
綺
堂
の
養
子
と
な
っ
た
岡
本
経
一
（
旧
姓
　
森

部
）
（
勝
間
田
）
を
通
じ
た
縁
で
、
美
術
文
学
館
で
も
作
品
資
料
を
収
集
し

て
い
ま
す
。
１
９
３
９
年
（
昭
和
１４
年
）
逝
去
。
今
回
の
展
示
の
テ
ー
マ
で

あ
る
「
半
七
捕
物
帳
」
は
、
後
に
書
か
れ
る
「
銭
形
平
次
捕
物
帳
」
な
ど
多

く
の
捕
物
帳
の
祖
と
い
わ
れ
て
い
る
綺
堂
の
代
表
作
で
す
。

４
月
４
日（
日
）ま
で
春
休
み
特
別

企
画
「
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
４
（
Ｆ
Ｆ
Ⅳ
）
」
を
開
催
中
で

す
。
知
力
と
体
力
を
使
っ
て
謎
を
解

き
明
か
し
て
く
だ
さ
い
。
（
正
解
者

の
中
か
ら
抽
選
で
豪
華
プ
レ
ゼ
ン
ト

あ
り
）
ま
た
、
４
月
の
「
フ
ァ
ー
マ

ー
ズ
朝
市
＆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

は
４
月
１８
日（
日
）に
ノ
ー
ス
ヴ
ィ
レ

ッ
ジ
で
行
い
ま
す
。
４
月
１０
日

（
土
）・
１１
日（
日
）に
は
「
山
野
草
展
」。

今
年
の
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
フ

ェ
ス
タ
２
０
０
４
」
は
４
月
２９
日

（
祝
）か
ら
始
ま
り
ま
す
。
楽
し
い
催

し
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
４

月
か
ら
ふ
れ
あ
い
バ
ス
が
ノ
ー
ス
ヴ

ィ
レ
ッ
ジ
に
停
車
し
ま
す
。
皆
様
お

誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ノ
ー
ス
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
に
ぜ
ひ
、お
越
し
く
だ
さ
い
。

第　回�12

4月18日��
9：00～14：00�
場所：ノースヴィレッジ駐車場�

採れたての農産物や特産加工品を生産者が直売�
主催　勝央町産業課　（有）金時ファーム�

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と�

　
　
　
同
時
開
催
し
ま
す

　
　
　
同
時
開
催
し
ま
す�

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と�

　
　
　
同
時
開
催
し
ま
す�
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開館時間�
10：00～18：00��
休館日�

くらしのカレンダーを�
ご覧ください。�

図

書

館
�

ゆ
っ
た
り

ゆ
っ
た
り
�

ゆ
っ
た
り
�

と

勝央町内の施設案内と、サイモンさんの目か�
ら見た勝央町を読みながらコーヒーブレイク�

とと

第�

号�

33

サ
イ
モ
ン

サ
イ
モ
ン
�

サ
イ
モ
ン
勝
央
記

サイモンさんは、平
成１３年８月からＡＬ
Ｔとして勝央町教育
委員会に勤めていま
す。掲載文の日本語
はサイモンさん自身
が書いています。本
人の希望により、手
直しはほとんどして
いません。

●

お
す
す
め
の
１
冊

●

「
織
ひ
と
す
じ
　
千
年
の
技

西
陣
織
兄
弟
、
二
百
歳
の
志
」

（
山
口
伊
太
郎
・

山
口
安
次
郎

共
著
／
祥
伝
社
）

究
極
の
西
陣
織
を
目
指
し
て
き
た

兄
　
伊
太
郎
（
１
０
１
歳
）
と
、
弟

安
次
郎
（
９９
歳
）
。
兄
は
西
陣
織
で

『
源
氏
物
語
』
の
世
界
の
再
現
を
目

指
し
、
弟
は
３
０
０
年
先
に
残
る
能
装
束
を
織
り
上
げ
よ
う
と
生
涯
を
か
け

る
。
２
人
合
わ
せ
て
２
０
０
歳
の
兄
弟
の
生
涯
現
役
の
秘
訣
と
西
陣
織
に
か

け
る
情
熱
を
紹
介
す
る
、
心
が
元
気
に
な
る
１
冊
で
す
。

●

今
月
の
イ
ベ
ン
ト

●

◆
お
は
な
し
た
い
む

絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
を
し
ま
す
。

・
日
　
時
�
４
月
１０
日（
土
）、
４
月
２７
日（
火
）

１１
時
〜
　
約
３０
分
程
度

・
場
　
所
�
勝
央
図
書
館

●

新

着

案

内

●

・
「
私
小
説
」（
岩
井
志
麻
子

著
／
講
談
社
）

・
「
全
国
桜
の
名
木
１
０
０
選
―
巡
っ
て
み
た
い
―
」

（
大
貫
茂

著
／
家
の
光
協
会
）

・
「
ぼ
く
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
―
自
然
の
な
か
の
宝
さ
が
し
―
」

（
盛
口
満

文
・
絵
／
福
音
館
書
店
）

・
「
は
る
さ
ん
が
き
た
」

（
越
智
の
り
こ

作
・
出
久
根
育

絵
／
鈴
木
出
版
）

・
「
え
ん
ぎ
か
つ
ぎ
の
だ
ん
な
さ
ん
」

（
桂
文
我（
４
代
目
）
作
・
梶
山
俊
夫

絵
／
福
音
館
書
店
）

児

童

書

一

般

書

ホームページ
http://lib.town.shoo.okayama.jp/library/shoo-top.htm

前回の記事をもとに、いい話が聞けてよかっ
たです。どれが中学生の話か、英語の先生の話
か、分かりましたか。あなたの経験は違いますか。

その後、世界中の日本人でない友だちに連絡
しました。同じ話題について、メールでやりと
りしたものは笑うほど面白いです。今回、記事
の長さのせいで、英語の訳がないですが、本当
は英語よりいろんな外国語やコミュニケーショ
ン技術に注目したいです。私の教室での活動に
関して、英語学習はほんの一部にすぎません。
とにかく、私の友だちの経験はどんなでしょ

う。
１．自分の勉強したことは将来に使うという約
束はありません。リースはニュージーランド
の学校で４年間、フランス語を勉強して、パ
リの店で赤ワインを頑張ってフランス語で注
文したが、ウェイターが英語で返事をしまし
た！そのときから、フランス語をまったく使
いませんでした！
ポルトガルでグラントは、また何か国語も

話せるウェイターに会いました。この場合、
グラントの頑張ったポルトガル語の話の途中
で、彼がフランス語で母国語を確認して、そ
の後、きれいな英語で対話を続けました！

２．実際に外国語を使うことはジェットコース
ターのような楽しさと、スチューが言いまし

おどろきの連続

た。その上達している気持ちはわくわくする
ほどです。これに私は１００％賛成します。最
近、私は日本手話の経験のおかげで、すごく
気持ちいい感覚を再び味わっています。頑張
ることの楽しさは、それを習い始めたころに
特に感じると思います。
リチャードも、「外国語の能力を持つこと

は暗号のようなものだ」と、すごいたとえを
言いました。この暗号を知ると、仕事にも、
遊びにも、仲間づくりについても、たくさん
の可能性が広がります。しかし、その暗号は
いつも成功するわけではありません。ね、ジ
ェムズ！

３．異文化交流はおどろきの連続です。意味や
発音のとり違いから、いろんな結果になりま
す。混乱や困惑があり、失礼になることもあ
り、笑うこともあります。私の友だちは日本
語の「自由」と「銃」を言い間違えて、周り
の先生方がちょっと緊張しました！韓国で
は、マークスのほめると思った話は相手にか
なり違う意味に通じてしまいました。
この知り合い７人の中での共通の話が、面白

いことは役に立つということです。何でも興味
があること、例えば～スポーツ、遊び、カラオケ、
仲間づくりなど、本当に通じたいというやる気
を持てば、どんどん上達するに違いないです。
そのうえに宿題やテストの頭痛は、なしです！

春のコレクション展（～４／１８）水野恭子「水仙」

● のんびりノースヴィレッジ

● じっくり美術文学館

● サイモン勝央記

● ゆったり図書館
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Life

吉川さんは自分の歯が２６本あります。固いもの

が好きで、今でも栗を煎ったり、スルメの足をあ

ぶったりしてよく、食べられます。２～３年くら

い前までは畳をつくられていました。家族は８人、

みんなそろって夕食をにぎやかに食べるのを楽し

みにされています。

吉
川
　
正
治
さ
ん（
植
月
東
）

おおおおめめめめででででととととうううう8888000022220000大大大大賞賞賞賞
勝央町では毎年、８０歳以上で自分の歯が２０本以上
あり、元気に生活している人を表彰しています。
今年も勝央町保健福祉大会（Ｐ８）で３人の皆さ
んが表彰されました。

田福さんは自分の歯が２８本あります。量を食べ

過ぎず、よく噛んで食べるようにしてこられまし

た。趣味で始めた大正琴も、今ではすっかり生活

に溶け込み、健康づくりにと思って、毎日弾かれ

ています。ご主人と笑いを忘れずに明るく過ごす

ため、お互いに声かけを大切にされています。

田
福
富
美
枝
さ
ん（
勝
間
田
）

神田さんは自分の歯が２０本あります。歯磨きを

朝と就寝前の２回するなど、口の中の清掃に気を

つけてこられました。朝夕、坂道を歩いて健康づ

くりに励み、絵手紙や人形づくりなど趣味は多彩

です。子どもと話すのが好きで、ときどき声をか

けられています。

神
田
冨
美
子
さ
ん（
植
月
東
）

【あなたの歯は何本ありますか？８０歳になったとき、

自分の歯が２０本あれば、大体のものは美味しく食べら

れるといわれています。５５歳で２５本、８０歳で２０本を目

標に歯や歯ぐきを大切にしましょう】

と　き　平成１６年４月４日(日)�
　　　　１０：００　吉野コミュニティセンター集合�
　　　　　　　　　　　　　　（約１時間３０分：およそ５km）　�
コース　かたくり初恋公園（曽井）�

と　き　平成１６年４月４日(日)�
　　　　１０：００　吉野コミュニティセンター集合�
　　　　　　　　　　　　　　（約１時間３０分：およそ５km）　�
コース　かたくり初恋公園（曽井）�

主催：勝央町ウォーキングの会�
後援：いきいき金太郎健康の郷づくり推進会議�
※ウォーキングコースを募集しています。あなたのおすすめのコースを教えてください。�
　問い合わせ先：役場環境保健課（�３８－７１０２）�

ウォ
ーキングの 集 い

ウォ
ーキングの 集 い

N

●�
ノースヴィレッジ�

●ＪＡ勝英�
　勝央主幹支店�

吉
野
小
学
校
●�

●�南
光
荘�

●
吉
野
保
育
園�

吉
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー�

Ｊ
Ａ
勝
英
吉
野
支
店
●�

●�

曽
井
公
会
堂�

県
道
勝
央
勝
北
線�

ふ
る
さ
と
農
道�

県
道
馬
橋
平
福
線�

長
尾
医
院�

平
井
医
院�

至日本原�

至勝間田�

至豊久田上�

至美作町楢原�

かたくりの�
群生地�

このあたりを�
歩きます�

集合場所�
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（敬称略）�
（成績は、勝央町内関係分のみ掲載）�

ア
ス
リ
ー
ト
た
ち�

ア
ス
リ
ー
ト
た
ち�

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

◇
美
作
地
区
小
学
生
卓
球
大
会

（
２
／
１５
美
作
町
美
作
ア
リ
ー
ナ
）

（
男
子
の
部
）

優
　
勝
　
板
倉
大
典

◇
第
１
回
柵
原
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
交
流
会
（
３
／
７
柵
原
町
柵
原

東
小
学
校
）

準
優
勝
　
勝
間
田
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
少
年
団

◇
第
２５
回
近
県
井
原
市
柔
道
大
会

（
３
／
１４
井
原
市
）

【
団
体
の
部
】

（
小
学
校
５
・
６
年
生
の
部
）

準
優
勝
　
養
徳
館

【
個
人
の
部
】

（
小
学
校
１
・
２
年
生
女
子
の
部
）

３
　
位
　
　
田
未
夢

◇
第
２０
回
勝
央
町
金
時
健
康
マ
ラ
ソ

ン
大
会
（
３
／
７
ノ
ー
ス
ヴ
ィ
レ
ッ

ジ
）（
親
子
組
の
部
）

３
　
位
　
正
影
光
史
・
加
寿
樹

（
小
学
校
３
・
４
年
生
男
子
の
部
）

準
優
勝
　
小
川
綾
也

３
　
位
　
末
田
雄
太
郎

（
小
学
校
５
・
６
年
生
男
子
の
部
）

３
　
位
　
高
田
祐
輔

（
小
学
校
５
・
６
年
生
女
子
の
部
）

３
　
位
　
竜
門
里
帆

（
中
学
生
・
高
校
生
・
一
般
男
子
の
部
）

優
　
勝
　
神
田
計
行

中学生・高校生・一般男子の部優勝　神田計行さん 親子組の部スタート

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の主

な
説
明

○
自
然
の
恵
み
　
果
物
編

勝
央
町
産
の
果
物
（
白
桃
、

ピ
オ
ー
ネ
な
ど
）
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

○
自
然
の
恵
み
　
野
菜
・
花
編

日
本
一
の
生
産
量
を
誇
る
黒

大
豆
や
「
健
康
」
と
「
元
気
」

の
源
と
な
る
新
鮮
野
菜
・
花
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

○
人
の
出
会
い
　
祭
り

金
時
祭
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。
ふ
る
里
総
お
ど
り
と
鼓
響

祭
は
動
画
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

○
各
種
公
共
サ
ー
ビ
ス

各
種
申
請
申
込
や
相
談
受

付
、
施
設
の
仮
予
約
、
広
報
紙

の
閲
覧
が
で
き
ま
す
。
（
１
部

準
備
中
）

端
末
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、

公
民
館
、
美
術
文
学
館
、
ノ
ー
ス

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
に
も
設
置
し
ま
し

た
。
ご
自
由
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

い
ろ
い
ろ
な
相
談
、

問
い
合
わ
せ
は

メ
ー
ル
で

Ｐ
１６
に
各
課
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
を
載
せ
て
い
ま
す
。
相
談
や
問

い
合
わ
せ
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
総
務
課

�
３８
ー
３
１
１
１

○
町
内
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー

勝
央
町
内
の
各
種
イ
ベ
ン
ト

が
、
日
付
、
施
設
、
分
野
ご
と
に

見
え
ま
す
。（
１
部
準
備
中
）

○
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
で
生
中
継
!!

ノ
ー
ス
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
と
町
議

会
議
場
が
生
中

継
で
見
え
ま
す
。

○
国
体
の
ペ
ー
ジ

国
体
の
準
備

状
況
な
ど
を
お

知
ら
せ
す
る
予

定
で
す
。

公
開
端
末
を設置

勝
央
町
役
場
玄

関
を
入
っ
て
左
側

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
見
え
る
公
開

勝
央
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が

新
し
く
な
り
ま
し
た
!!

��
�

��
�

勝
央
町
で
は
、
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
整
備
事
業
に
よ
り
、
庁
舎
と
出

先
機
関
を
高
速
で
接
続
す
る
地
域
公
共
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
に
伴
い
３
月
か
ら
勝
央
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
ま
し
た
。（
１
部
準
備
中
の
項
目
が
あ
り
ま
す
）

ホームページアドレス　http://www.town.shoo.okayama.jp

高
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冷
静
な
対
応
を
！

む
や
み
に
感
染
を
恐
れ
な
い
で

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

平
成
１６
年
１
月
１２
日
、
山
口
県
の
養
鶏
場
で
国
内
で
は
７９
年
ぶ

り
と
な
る
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
以
下
「
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
」）
が
確
認
さ
れ
、
更
に
大
分
県
、
京
都
府
か
ら
も
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

国
内
で
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
や
拡
大
を
受
け
て
、
最

近
、
岡
山
県
内
で
鳥
類
の
放
棄
と
み
ら
れ
る
事
例
が
多
発
し
て
い

ま
す
。

感
染
の
可
能
性
や
自
宅
で
飼
っ
て
い
る
鳥
が
死
ん
で
し
ま
っ
た

場
合
の
対
処
方
法
に
つ
い
て
、
Ｑ
＆
Ａ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
病
気
で
す
か
？

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

Ｑ
＆
Ａ

鳥
類
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は

「
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
と

呼
ば
れ
、
人
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ

イ
ル
ス
と
は
異
な
っ
た
ウ
イ
ル
ス
で

す
。
こ
の
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
を
受
け

た
鳥
類
が
死
亡
し
、
全
身
症
状
な
ど

の
特
に
強
い
病
原
性
を
示
す
も
の
を

「
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」

と
呼
び
ま
す
。
鶏
、
七
面
鳥
、
う
ず

ＱＡ

ペ
ッ
ト
で
鶏
や
小
鳥
を
飼
っ

て
い
ま
す
が
、
大
丈
夫
で
す

か
？

ら
等
が
感
染
す
る
と
、
全
身
症
状
を

お
こ
し
、
神
経
症
状
（
首
曲
が
り
、

元
気
消
失
等
）
、
呼
吸
器
症
状
、
消

化
器
症
状
（
下
痢
、
食
欲
減
退
等
）

等
が
現
れ
、
鳥
類
が
大
量
に
死
亡
す

る
こ
と
も
、ま
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ん
で
し
ま
っ
た
と
い
う
場
合
に
は
、

そ
の
鳥
を
素
手
で
直
接
触
っ
た
り
、

土
に
埋
め
た
り
せ
ず
に
、
津
山
家
畜

保
健
衛
生
所
ま
た
は
勝
央
町
役
場
産

業
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

野
鳥
も
他
の
鳥
と
同
様
に
病
気
以

外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
で
死
亡
し

ま
す
。
野
鳥
は
細
菌
や
寄
生
虫
を
持

っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
死
亡

し
た
野
鳥
を
発
見
し
た
場
合
に
は
、

素
手
で
そ
の
鳥
を
触
ら
ず
、
ビ
ニ
ー

ル
袋
に
入
れ
て
き
ち
ん
と
封
を
し
た

う
え
、
津
山
家
畜
保
健
衛
生
所
ま
た

は
勝
央
町
役
場
産
業
課
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

な
ど
、
ま
れ
に
鳥
か
ら
人
へ
の
感
染

は
見
ら
れ
た
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
人

か
ら
人
に
感
染
し
た
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
事
例
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
が
感

染
を
受
け
る
の
は
、
病
鳥
と
近
距
離

で
接
触
し
た
場
合
、
ま
た
は
そ
れ
ら

の
内
臓
や
排
泄
物
に
接
触
す
る
な
ど

し
た
場
合
が
多
く
、
鶏
卵
や
鶏
肉
か

ら
の
感
染
の
報
告
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
の

問
い
合
わ
せ
先

・
津
山
家
畜
保
健
衛
生
所

津
山
市
草
加
部
５
４
７
―
８

�
２９
―
０
０
４
０

・
勝
央
町
役
場
産
業
課

�
３８
―
３
１
１
２

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
の

消
毒
薬
の
配
布
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ご
希
望
の
人
は
、
よ
く
洗

っ
た
容
器（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
）

を
持
っ
て
、
勝
央
町
役
場
産
業

課
ま
で
。

費
用
は
無
料
で
す
。

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
鶏
や

ア
ヒ
ル
の
他
に
も
、
い
ろ
い

ろ
な
鳥
に
感
染
す
る
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

国
内
で
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発

生
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
直
ち
に
家

庭
等
で
飼
育
し
て
い
る
鳥
が
危
険
に

な
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

清
潔
な
状
態
で
飼
育
し
、
野
鳥
等
が

近
寄
ら
な
い
よ
う
に
す
る
（
防
鳥
ネ

ッ
ト
な
ど
）
ほ
か
、
鳥
の
排
泄
物
に

触
れ
た
後
に
は
手
洗
い
と
う
が
い
を

し
て
い
れ
ば
過
度
な
心
配
は
無
用
で

す
。
む
や
み
に
感
染
を
恐
れ
て
放
棄

し
な
い
よ
う
冷
静
な
対
応
を
お
願
い

し
ま
す
。
な
お
、
愛
玩
動
物
を
遺
棄

す
る
（
捨
て
る
）
こ
と
は
、
「
動
物

愛
護
法
」
で
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
違

反
す
る
と
３０
万
円
以
下
の
罰
金
が
科

せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ＱＡ
鳥
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
ら
？

原
因
が
分
か
ら
な
い
ま
ま
、

鳥
が
次
々
に
連
続
し
て
死
ん

で
し
ま
う
と
い
う
こ
と
が
な
い
限

り
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
心
配
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
原
因
が
分

か
ら
な
い
ま
ま
、
鳥
が
連
続
し
て
死

ＱＡ

鶏
卵
や
鶏
肉
を
食
べ
て
も
大

丈
夫
で
す
か
？

こ
れ
ま
で
、
鶏
卵
や
鶏
肉
を

食
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
に

感
染
し
た
と
い
う
事
例
の
報
告
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
感
染
は
な
い
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世

界
保
健
機
関
）
に
よ
る
と
、
ウ
イ
ル

ス
は
適
切
な
加
熱
に
よ
り
死
滅
さ
れ

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
般
的
な
方

法
と
し
て
、
食
品
の
中
心
温
度
を

７０
℃
に
達
す
る
よ
う
加
熱
す
る
こ
と

を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

ＱＡ

人
へ
の
感
染
は
？

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
香
港

な
ど
の
よ
う
に
店
頭
で
生
き

た
鶏
の
小
売
り
が
一
般
的
な
地
域
に

お
い
て
発
生
し
た
感
染
事
例
や
、
防

疫
業
務
に
携
わ
っ
た
人
の
感
染
事
例

ＱＡ
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お知らせのページ�

募
集�

勝
央
町
に
は
７
つ
の
母
子
ク
ラ
ブ

が
あ
り
ま
す
。
毎
月
１
〜
２
回
、
各

地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
り
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。平

成
１６
年
度
の
母
子
ク
ラ
ブ
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
見
学
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
活
動
内
容

・
子
ど
も
や
親
の
友
だ
ち
づ
く
り

・
子
育
て
の
情
報
交
換
を
目
的
と
し

た
催
し
（
七
夕
祭
り
、
ク
リ
ス
マ

ス
会
等
）

・
茶
話
会
　
な
ど

▼
対
象
者

０
歳
か
ら
保
育
園
入
園
ま
で
の
お

子
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
親
子

▼
申
込
受
付
期
間

４
月
１
日（
木
）〜
４
月
１５
日（
木
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

〒
７
０
０
―
０
８
０
７
　
岡
山
市

南
方
１
―
８
―
４２

岡
山
地
方
・
家

庭
裁
判
所
事
務
局
総
務
課
人
事
第
一

係
�
０
８
６
―
２
２
２
―
６
７
７
１

▼
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
環
境
保
健
課

�
３８
―
７
１
０
２

金時健康マラソンフォト（３／７）

母
子
ク
ラ
ブ
会
員

募
　
集

裁
判
所
で
は
、
平
成
１６
年
度
の
裁

判
所
事
務
官
採
用
Ⅰ
種
試
験
・
Ⅱ
種

試
験
、
家
庭
裁
判
所
調
査
官
補
採
用

Ⅰ
種
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

▼
第
１
次
試
験
日

５
月
１６
日（
日
）

裁
判
所
職
員

採
用
試
験

国
税
庁
で
は
、
国
税
専
門
官
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

▼
受
験
資
格

昭
和
５２
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
５８

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
。

昭
和
５８
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

の
人
で
次
に
あ
げ
る
人
。

①
大
学
卒
業
ま
た
は
平
成
１７
年
３
月

ま
で
に
大
学
卒
業
見
込
の
人
。

②
人
事
院
が
①
に
あ
げ
る
人
と
同
等

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
人
。

▼
受
験
申
込
期
間

４
月
１
日（
木
）〜
４
月
１６
日（
金
）

▼
第
１
次
試
験

６
月
１３
日（
日
）
岡
山
市
等

▼
問
い
合
わ
せ
先

津
山
税
務
署
総
務
課

�
２２
―
３
１
４
４

国
税
専
門
官

募
　
集

次世代を担う子どもが、健やか

に育つことのできる環境をつく

り、児童福祉の理念を周知するた

め、毎年５月５日のこどもの日か

ら１１日までの１週間を「児童福祉

週間」と定めています。

平成16年度標語

「広げよう子育て

支える地域の輪」

5月5日～11日は
「児童福祉週間」です

役場へのメール

総 務 課
soumu@town.shoo.okayama.jp

産 業 課
sangyou@town.shoo.okayama.jp

建 設 課
kensetsu@town.shoo.okayama.jp

税 務 課
zeimu@town.shoo.okayama.jp

町 民 課
choumin@town.shoo.okayama.jp

下水道課
gesuidou@town.shoo.okayama.jp

出 納 室
suitou@town.shoo.okayama.jp

福 祉 課
fukushi@town.shoo.okayama.jp

環境保健課
kankyouhoken@town.shoo.

okayama.jp

教育委員会
学　事　課
gakuji@town.shoo.okayama.jp

社会教育課
syakaikyouiku@town.shoo.

okayama.jp

議会事務局
gikai@town.shoo.okayama.jp

水 道 課
suidou@town.shoo.okayama.jp
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平成１６年度の地区別行政懇談会を下記の日程で行い

ます。

今回は、本年度の主要事業の説明や、合併問題の取

り組みについて町長が説明を行います。

特に、合併問題は、今後の勝央町の将来を左右する

最重要課題です。

多くの皆さんのご意見をお聞きしたいと思いますの

で、お誘い合わせのうえ、ご出席くださいますようご

案内いたします。

�日　時

地区別行政懇談会のご案内

お
知
ら
せ�

５
月
３
日
は
憲
法
記
念
日
で
す
。

１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
１
週
間
を
憲

法
週
間
と
し
て
、
次
の
行
事
を
行
い

ま
す
。

【
無
料
法
律
・
人
権
相
談
】

土
地
、
家
屋
、
交
通
事
故
、
金
銭

の
貸
借
、
離
婚
、
相
続
、
人
権
、
子

ど
も
の
非
行
、
登
記
等
の
法
律
の
問

題
で
お
困
り
の
人
は
、
相
談
く
だ
さ

い
（
事
前
申
し
込
み
は
不
要
）。

▼
日
　
時

５
月
７
日
（
金
）

１０
時
〜
１２
時

▼
場
　
所

岡
山
地
方
裁
判
所
津
山
支
部
会
議

室
（
津
山
市
椿
高
下
５２
）

【
見
学
・
裁
判
傍
聴
】

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

希
望
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
地
方
・
家
庭
裁
判
所
事
務
局

総
務
課
庶
務
係

�
０
８
６
―
２
２
２
―
６
７
７
１

岡
山
地
方
検
察
庁
企
画
調
査
課

�
０
８
６
―
２
２
４
―
５
８
６
７

憲
法
週
間

行
　
事

岡
山
県
で
は
、
４
月
か
ら
独
自
の

環
境
政
策
税
制
と
し
て
、
「
お
か
や

ま
森
づ
く
り
県
民
税
」
を
導
入
し
ま

「
お
か
や
ま
森
づ
く
り
県
民
税
」の

導
　
入

し
た
。

こ
の
税
は
、
県
民
が
一
体
と
な
っ

て
森
林
を
守
り
、
よ
り
よ
い
自
然
環

境
を
次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
た

め
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
薄
く
広
く
負

担
を
お
願
い
し
、
そ
れ
を
財
源
に
新

た
な
森
林
保
全
施
策
を
進
め
て
い
こ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

負
担
い
た
だ
く
税
額
は
、
個
人
が

年
間
５
０
０
円
、
法
人
は
資
本
等
の

規
模
に
応
じ
て
１
千
円
か
ら
４
万
円

で
、
本
年
度
の
県
民
税
に
加
算
し
て

（
均
等
割
に
加
算
）
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
ま
す
。
県
民
税
均
等

割
が
か
か
っ
て
い
な
い
人
に
は
、
課

税
さ
れ
ま
せ
ん
。

税
の
使
い
道
は
森
林
保
全
施
策
に

限
定
し
、
そ
の
内
容
と
成
果
を
毎
年

度
公
表
し
ま
す
。
ま
た
、
実
施
期
間

は
５
年
間
で
、
導
入
効
果
を
検
証
し

た
う
え
で
見
直
し
を
検
討
す
る
こ
と

と
し
ま
す
。

岡
山
県
の
森
林
の
荒
廃
を
防
ぎ
、

そ
の
恩
恵
を
将
来
に
引
き
継
い
で
い

く
た
め
、
「
お
か
や
ま
森
づ
く
り
県

民
税
」
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
税
務
課

�
０
８
６
―
２
２
６
―
７
２
４
１

４月１２日�

４月１３日�

４月１４日�

４月１５日�

４月１６日�

曜日�

月�

火�

水�

木�

金�

時　間�

１９：００～�

１９：００～�

１９：００～�

１９：００～�

１９：００～�

場　　　　　所�

高取多目的研修集会所�

古吉野コミュニティセンター�

植月コミュニティセンター�

吉野コミュニティセンター�

勝央町公民館大ホール�

月　日�

�問い合わせ先
勝央町役場総務課　�３８－３１１１



４
　
月
　
　
　
日（
水
）�

４
　
月
　
　
　
日（
木
）�

時　　間�

9：00～ 9：25

9：40～ 9：55

10：05～10：25

10：35～10：45

10：50～11：00

11：10～11：30

11：40～11：50

13：15～13：20

13：30～13：45

13：55～14：10

14：20～14：35

�

�

�

9：00～ 9：15

9：25～ 9：35

9：45～ 9：55

10：00～10：15

10：25～10：50

11：00～11：15

11：25～11：35

11：45～12：00

13：15～13：50

14：00～14：15

場　　　　　所�

更生コミュニティハウス�

神五郎コミュニティハウス�

鳥羽野コミュニティハウス�

植月北田中コミュニティハウス�

植 月 北 教 育 集 会 所�

植月コミュニティセンター�

河 内 公 会 堂�

福 吉 逧 三 叉 路�

福吉コミュニティハウス�

Ｊ Ａ 勝 英 高 取 支 店�

為本コミュニティハウス�

�

�

�

畑 屋 集 会 所�

東吉田コミュニティハウス�

小矢田田中　下山弘道氏宅前�

小矢田コミュニティハウス�

黒土コミュニティハウス�

岡 コ ミ ュ ニ テ ィ ハ ウ ス�

ＪＡ勝英勝間田支店給油所裏�

平 コ ミ ュ ニ テ ィ ハ ウ ス�

勝 央 町 役 場 前�

長良台コミュニティハウス�

�

日程�

４
　
月
　
　
　
日（
金
）�

４
　
月
　
　
　
日（
金
）（
補
充
）�

時　　間�

9：00～ 9：15

9：25～ 9：40

9：50～10：00

10：10～10：15

10：20～10：30

10：45～11：00

11：10～11：25

11：35～11：45

13：20～13：35

13：40～13：50

14：00～14：10

14：20～14：30

14：45～15：00

15：15～15：30

9：00～ 9：15

9：25～ 9：40

9：55～10：05

10：10～10：20

10：30～10：40

10：50～11：00

11：10～11：20

11：30～11：40

11：55～12：10

�

場　　　　　所�

田井コミュニティハウス�

美野コミュニティハウス�

曽井コミュニティハウス�

大 岩 公 会 堂�

上 香 山 公 会 堂�

豊久田下コミュニティハウス�

豊 久 田 中 教 育 集 会 所�

豊久田上コミュニティハウス�

河 原 倉 庫�

河原５区ゴミステーション前�

Ｊ Ａ 勝 英 古 吉 野 支 店 裏�

中石生コミュニティハウス�

下町川コミュニティハウス�

下石生コミュニティハウス�

勝 央 町 役 場 前�

黒土コミュニティハウス�

美野コミュニティハウス�

Ｊ Ａ 勝 英 吉 野 支 店�

Ｊ Ａ 勝 英 古 吉 野 支 店 裏�

更生コミュニティハウス�

鳥羽野コミュニティハウス�

植月コミュニティセンター�

Ｊ Ａ 勝 英 高 取 支 店�

�

日程�

１４�

１５�

１６�

３０�

2004.4月号�し�う�う�お�ょ�し�う�う�お�ょ�
広
報� 1188

生後３カ月を過ぎた犬は
登録と狂犬病予防注射が必要です
登録は一生に１度、狂犬病予防注射は毎年必要です。
登録済みの犬は、予防注射のみを受けてください。

■
料
　
金

登
録
料
　
３，
０
０
０
円

注
射
料
　
２，
８
０
０
円

※
つ
り
銭
の
い
ら
な
い
よ
う
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
お
越
し
の
際
は
、
役
場
か
ら
お
送
り
し
て
い
る
ハ

ガ
キ
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
環
境
保
健
課
　
�
３８
―
７
１
０
２

土地や家屋の評価額等を登録している固定資産課税台
帳の縦覧を行います。
�期　　間
４月１日（木）～５月３１日（月）（土・日・祝日は除く）

�縦覧場所　勝央町役場税務課
�持 参 物　印鑑
�問い合わせ先
勝央町役場税務課　�３８－３１１４

固定資産課税台帳の縦覧を行います
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◇勝間田　末澤　義　（亡母　千代子）
立石老人クラブ、勝央苑にも

◇畑　屋　山下　　徹（亡父　淳吉）
畑屋老人クラブにも

◇黒　土　大沢　英美（亡妻　きよ子）

◇植月東　東　多寿子（亡姉　志奈代）
植月東老人クラブにも

◇植月北　水野　　明（亡父　喜平）
南光荘にも

◇豊久田　石川　　潔（亡妻　市子）
豊久田上老人クラブにも

◇美　野　竹久　一成（亡母　壽　子）
美野老人クラブ、南光荘にも

◇石　生　森藤八代子（亡夫　幸四郎）

◇河　原　出雲井幸洋（亡母　みちよ）
河原１～４区にも

◇下町川　竹内　誠一（亡父　勝美）
下町川老人クラブにも

◇為　本　治郎丸健介（亡祖母　絹代）
高取老人クラブにも

◇為　本　三寄　量邦（亡母　しづゑ）

人の動き 平成１６年３月１日現在

人　口　１１，５８７人（前月比　－６）

男　５，５９６人　　女　５，９９１人

世帯数　３，８２５世帯（前月比　－１１）

ご寄付ありがとうございました
（敬称略）

■町社会福祉協議会へ

���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���

勝

央

川

柳

社
　
兼
題
「
何
も
か
も
」�

何
も
か
も
い
っ
し
ょ
に
詰
め
込
む
孫
へ
の
荷

古
山
　
禮
子

何
も
か
も
取
っ
て
お
い
て
も
い
ず
れ
ゴ
ミ

定
兼
　
艶
子

何
も
か
も
な
く
し
て
発
揮
の
底
力

平
井
　
好
子

何
も
か
も
齢と

し

に
か
こ
つ
け
後
ず
さ
り

赤
堀
　
綾
子

何
も
か
も
苦
痛
背
負
い
し
夫
婦
坂

東
　
　
京
子

何
も
か
も
老
眼
相
手
に
辞
書
を
ひ
く

神
田
チ
ヨ
子

何
も
か
も
捨
て
ゝ
男
は
決
断
す

水
嶋
　
惇
郎

何
も
か
も
喋
っ
て
し
ま
う
酔
い
の
せ
い

古
山
は
つ
子

何
も
か
も
よ
く
も
似
て
来
た
妻
と
嫁

古
和
　
絹
子

退
職
の
そ
の
後
は
自
由
何
も
か
も

檜
尾
　
絹
子

何
も
か
も
夢
で
あ
れ
ば
と
願
う
朝

古
山
恵
美
子

何
も
か
も
古
い
古
い
と
線
を
引
く

赤
木
　
供
子

何
も
か
も
知
っ
て
い
ま
す
よ
目
が
伝
え

横
林
　
和
子

何
も
か
も
時
に
は
ぼ
や
き
感
謝
も
し

定
兼
千
代
子

何
も
か
も
孤
独
脱
皮
で
引
き
受
け
る

赤
堀
由
美
子

���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���

勝

央

俳

句

会

三

月

例

会

作

品

抄�

啓
蟄
や
大
地
の
温
み
虫
目
覚
む

水
島
さ
だ
み

身
支
度
の
す
む
を
待
ち
ゐ
る
冬
帽
子

植
月
　
澄
子

書
き
初
め
し
手
紙
そ
の
ま
ま
春
炬
燵

室
井
　
稔
子

啓
蟄
や
畑
に
出
で
た
る
人
の
あ
り

水
嶋
　
　
寿

帰
り
来
よ
吾
子
は
ふ
る
さ
と
鳥
雲
に

田
　
　
醇

日
溜
り
に
胸
ふ
く
ら
ま
す
寒
雀

福
島
寿
美
子

春
一
番
土
ぼ
こ
り
浴
ぶ
容
赦
な
し

宮
野
　
潤
子

白
梅
を
月
煌
煌
と
照
ら
し
を
り

福
島
　
岐
峰

添
へ
書
き
も
共
に
送
り
ぬ
寒
の
餅

竹
久
　
英
子

過
ぎ
て
よ
り
臘
梅
な
き
や
と
振
り
返
る

河
本
　
啓
子

出
棺
に
下
萌
踏
み
て
見
送
り
ぬ

河
野
　
栄
子

啓
蟄
や
孫
は
狭
庭
を
初
歩
み

長
船
　
久
志

啓
蟄
や
膝
の
按
配
良
き
ご
と
し

福
嶋
恵
美
子

春
め
き
て
ビ
ル
の
白
壁
輝
き
ぬ

小
林
　
　
薫

啓
蟄
や
土
黒
ぐ
ろ
と
鋤
か
れ
け
り

国
正
　
鈴
子

眉�濱�

国民年金保険料の前納制度をご存じ

ですか。

保険料を前納（まとめ払い）すると

割引があるので、毎月納めるよりお得

なうえ、納め忘れも防げます。

＜平成１５年度の例＞

（毎月納めた場合）

１３，３００円×１２カ月＝１５９，６００円

（１年分を前納した場合）

１５６，７７０円　つまり２，８３０円もお得です。

前納される場合は、社会保険庁から送付された前納

用の納付書で、４月中に納めてください。なお、４月

分からは納付窓口が拡大され、全国のコンビニエンス

ストア（一部を除く）でも納めることができるように

なりました。

お問い合わせは、津山社会保険事務所（�２２－７

１１６）へご確認ください。

国民年金保険料の納付は
前納がお得です

国
民
年
金

だ
よ
り

隆�

泰券
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ま
ち
の
花
つ
つ
じ

ま
ち
の
木
か
　
し

そ
の
花
は
、
次
の
生
命
に
つ

な
が
る
種
に
な
る
で
し
ょ

う
。
こ
れ
か
ら
も
自
然
を
大

切
に
し
よ
う
。

子
ど
も
記
者河

本
　
夏
実

神
田
　
彩
奈

水
島
　
清
貴

板
倉
　
　
慎

水
島
　
　
工

い
、
そ
の
表
情
か
ら
は
、
今

ま
で
に
味
わ
っ
た
こ
と
の
な

い
よ
う
な
緊
張
感
や
戸
惑
い

が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

生
徒
か
ら
は
、
「
２
日
間

の
実
習
で
痩
せ
た
」
「
見
る

の
と
や
る
の
で
は
、
か
な
り

違
う
」
「
疲
れ
た
」
な
ど
、
真

剣
に
取
り
組
ん
だ
か
ら
こ
そ

の
言
葉
を
耳
に
し
ま
し
た
。

こ
の
貴
重
な
体
験
を
、
今

後
の
学
校
生
活
や
日
常
生
活

に
活
か
す
と
共
に
、
将
来
の

進
路
選
択
や
職
場
選
択
に
大

い
に
役
立
て
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。

各
事
業
所
の
皆
さ
ん
に
は

温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ

き
、ま
た
お
世
話
に
な
り
、あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

童
朝
礼
の
思
い
出

植
月
小
学
校

児

緊２
月
４
日
・
５
日
、

普
通
科
２
年
生（
６０
人
）

が
保
育
園
、
サ
ー
ビ
ス

業
、
小
売
業
、
老
人
福

祉
施
設
な
ど
、
２８
事
業

所
で
職
場
体
験
実
習
を

実
施
し
ま
し
た
。

実
習
に
入
る
前
の
１

月
下
旬
に
は
、
各
自
が

事
業
所
に
出
向
き
、
使

い
慣
れ
な
い
敬
語
で
事

前
の
あ
い
さ
つ
を
済
ま

せ
ま
し
た
。
２
日
間
の
実
習

で
は
、
従
業
員
さ
な
が
ら
の

経
験
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
当
日
は
生
徒
の
よ
う

す
を
確
認
す
る
た
め
、
担
当

教
員
が
各
事
業
所
を
巡
回
し

ま
し
た
が
、
ふ
だ
ん
学
校
で

見
か
け
る
よ
う
す
と
は
違

▼
今
月
の
表
紙
は
、
町
消
防
操
法
訓
練
大

会
の
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
で
優
勝
し
た
第

２
分
団
（
吉
野
地
区
）
の
勇
姿
を
と
ら
え

た
も
の
で
す
。
そ
の
機
敏
な
動
作
は
み
ご

と
で
、
惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し

た
。

▼
４
月
号
か
ら
１
部
紙
面
を
変
更
し
ま
し

た
。
昨
年
１０
月
に
仮
オ
ー
プ
ン
し
た
勝
央

美
術
文
学
館
の
コ
ー
ナ
ー
を
新
た
に
つ
く

り
、
展
示
の
内
容
や
絵
画
や
作
者
の
紹
介

な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
と

試
行
錯
誤
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
紙
面
で

１
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
平
成
１５
年
度
岡
山
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

の
町
村
Ⅰ
部
（
人
口
１
万
人
以
上
）
で
、

「
広
報
し
ょ
う
お
う
５
月
号
」
が
佳
作
に

選
ば
れ
ま
し
た
。
５
月
号
で
は
、
こ
ど
も

の
日
に
ち
な
ん
で
「
こ
れ
か
ら
の
子
育
て
」

に
つ
い
て
特
集
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
多

く
の
人
に
登
場
し
て
い
た
だ
き
、
親
し
み

や
す
い
点
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。
ま

た
、
入
学
式
当
日
の
小
学
校
１
年
生
の
親

子
が
表
紙
を
飾
っ
て
い
ま
す
が
、
緊
張
し

た
よ
う
す
を
う
ま
く
と
ら
え
て
い
る
こ
と

も
受
賞
の
要
因
と
な
り
ま
し
た
。
子
育
て

特
集
は
、
保
健
師
の
頑
張
っ
て
い
る
姿
や

想
い
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
ほ
し

い
、
勝
央
町
は
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る

町
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
思
い
で
取
り
組
み
ま
し
た
。
突
然
の
取

材
依
頼
に
も
快
く
応
じ
て
く
だ
さ
っ
た
多

く
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
！！

あ
と
が
き

張
し
た
職
場
体
験
実
習

勝
間
田
高
校

保育園での実習

勉強の習慣
ご入学、ご進級おめでとうござ

います。

学校では、前の学年で習ったこ

とを基礎にして、次の学年の勉強

が始まります。これまでに十分理

解できていないところをそのまま

にしておくと、学年が進むにつれ

て、だんだん分からなくなり、勉

強嫌いにもなります。

○短時間でも、毎日欠かさず予習

や復習をする習慣を身につけさ

せましょう。

○分からないところは、辞書や参

考書などで、自分で調べる子ど

もに育てましょう。（自ら学ぶ）

○子どもが勉強する時間帯には家

族も協力して、勉強できる雰囲

気をつくりましょう。

（教育委員会）

植
月
小
学
校
で
は
、
６
年

生
が
４
月
に
な
っ
て
か
ら
、

毎
週
金
曜
日
の
朝
礼
の
と
き

に
本
の
紹
介
を
し
て
い
ま

す
。紹

介
の
仕
方
は
、
本
の
内

容
・
題
名
・
そ
の
本
の
見
所

な
ど
で
す
。
今
ま
で
紹
介
し

て
き
た
本
の
数
は
５６
冊
で

す
。次

に
６
年
生
の

心
に
残
っ
て
い
る

こ
と
は
、
１
年
生

の
み
ん
な
が
朝
礼

の
と
き
に
、
花
の

種
を
く
れ
た
こ
と

で
す
。い
き
な
り
、

「
６
年
生
の
皆
さ

ん
、
前
に
出
て
く

だ
さ
い
」
と
呼
ば

れ
た
と
き
は
、
み
ん
な
、
び

っ
く
り
し
て
い
ま
し
た
。
み

ん
な
、
と
て
も
う
れ
し
そ
う

で
、
家
に
帰
っ
て
か
ら
、
自

分
た
ち
の
庭
な
ど
に
植
え
ま

し
た
。

次
に
全
校
で
植
え
た
花
の

種
を
先
生
方
か
ら
み
ん
な

に
、
「
生
命
の
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
」
と
い
う
名
前
で
、
マ
リ

ー
ゴ
ー
ル
ド
と
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
の
種
を
も
ら
い
ま
し
た
。

。本

本の紹介をする６年生


